
 今年も暑い夏でしたが“温暖化”という言葉をニュースで聞かない日はないくらいでした。あ

る地域では線状降水帯と呼ばれる雨が極端に降り、ある地域では雨が降らずダムの貯水率が

０％になるといった状況も起こりました。 

温暖化による大きな影響をうけるのは、何と言っても農業だと思います。しかし、私たちは温

暖化に対応して、それに強い作物に変えていく知恵があります。農業が経済全体に占める割

合は、先進国だと１割以下で途上国でも１割強に過ぎないと言われています。温暖化の被害

は一番大きくても世界のＧＤＰの５％程度で、たとえ極端な温暖化が進んだとしても１００年後

の人類は今より豊かになると言われています。 

「温暖化で世界が滅亡する」というような主張は一部の極端な人たちの発言であり、温暖化

は問題ではあるが、対策を取っていけば何とかなっていきます。温暖化問題を利用してビジネ

ス化して利権を得ていくということが見え隠れします。 

レジ袋の有料化によりゴミが増えたと海外では言われていて、実際にはレジ袋は全体のプ

ラスチックゴミの２％に過ぎず、このことがそもそもどういう効果があるのかの検証もなされてい

ません。ＳＤＧｓは、２０１５年９月に国連総会で採択された、持続可能な開発のための１７の国

際目標ですが、数値目標の妥当性やゴールが見えにくい、達成 

度合いが測定できないなど問題点があることも事実です。私たち 

人類が知恵を絞って地球を守っていかなければいけませんね。 

私たちの生活において必要となるエネルギーの電気やガスの高騰が続いています。これ

は日本に限ったことではありません。しかし、ヨーロッパ諸国と比べて日本のエネルギー費の

高騰は比較的軽く済んでいると言われています。どうしてエネルギー資源を殆ど持たず輸入

に頼っている日本が、ヨーロッパ諸国より影響が少ないのでしょうか。 

日本は新型コロナウイルスによる規制が緩和されつつあり、経済回復が見え始めた２０２１年

頃、エネルギー需要が増加し電気代などのエネルギー費が高騰し始めました。さらに２０２２

年からロシアとウクライナの戦争により、エネルギー輸出大国であるロシアからの供給制限を

受けた影響により、世界中でエネルギー価格が高騰したと言われています。 

そんな中、アメリカ大手国際メディアのウォールストリートジャーナルが、エネルギー費が国

民生活に与える影響を調査し始めました。ヨーロッパでは、２０２３年１月時点で電気料金が５

割も上昇し、中でもイタリアは価格が通常の３倍にもなりました。さらにガソリン代も同じく高騰

し、ドイツでは１リットルあたり３００円まで上昇し国民生活を圧迫しました。 

ヨーロッパ諸国は、全体でエネルギーの自給率が約４０％で、不足している部分は輸入に頼

っています。先進国の中でもエネルギー自給率の低い日本は、原油、石炭、LNG の殆どを輸

入しています。日本のエネルギー自給率は、原子力や風力、太陽光発電などの方法でたった

の１２％程だと言われています。OECD（経済協力開発機構）という先進国が２０１９年時点で加

盟している３６カ国中、ノルウェーの自給率は８１６％で、オーストラリアやカナダ、アメリカの自

給率は１００％超、イギリスやフランスなどのヨーロッパ諸国は５０％前後、日本は３５位でした。 

 日本の電気代の上昇は２～３割程度、ガソリン代もドイツの様にはなっていません。エネル

ギー自給率が４０％のヨーロッパ諸国より、１２％の日本の方が苦しくなっていません。それは    

日本が自国でエネルギーを算出することができないことを自覚し、何 

十年も前から LNG の輸入先のオーストラリアなどのアジア諸国と「長

期契約」を結び、計画的に対応してきたことがあります。長期契約も簡

単にできることではなく、日本という国の“信用”があってこそだと思い

ます。エネルギー費の問題はまだ続くと思いますが、世界の状況を見

る中で日本は恵まれていることを理解して我慢したいと思います。 

 

 

◆建設的な生き方へのお手伝い（ Just do it！）◆ 

〜あなたの悩み事は当社までご相談下さい〜 
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燃料高騰 温暖化？ 

【座右の銘にしたい名言】 

幸福は自己満足によってではなく、価値ある目標に忠実であるこ 

とによって得られる。。   ヘレン・ケラー（米国の教育家・社会福祉活動家） 


